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１． 研究背景 

 色素増感太陽電池の基板に合成繊維や天然

繊維などの柔軟性に富んだ繊維を用いること

で、軽量かつウエアブルな電池が実現可能とな

り、新たな用途への展開が期待できる。  

そこで、繊維に導電性を持たせるために無電

解めっきや導電性高分子を施し、その導電性や

電解液であるヨウ素への反応性について検討

した。酸化チタンの成膜において、従来の500℃

での焼結法では耐熱性の低い繊維に使用でき

ない。そこで、我々が開発した有機分子修飾金

属ナノ粒子と酸化チタン粒子とを混合したペ

ーストを用いることで、室温での成膜が可能と

なっているので、これを利用した。今回は、作

製した色素増感太陽電池セルの基本的性能に

ついて検討した。 

２．実験方法 

繊維への導電性の付与では、対極として無電

解白金めっきを施した。手順は、塩化スズ溶液、

パラジウム溶液にそれぞれ浸すことで触媒と

なるパラジウムを繊維上に修飾した。次に無電

解白金溶液で 60℃・1 時間攪拌することで繊維

上に白金めっきを得ることが出来た。インピー

ダンス測定で電解液（ヨウ素）への反応性を確

認した。また、作用電極としては PEDOT・PPS

溶液に繊維を 80℃で浸し、30 分間乾燥を 3 回

繰り返すことで PEDOT・PPS の膜を繊維上で

得ることが出来た。それぞれにおいて、導電率

を測定した。 

繊維上での酸化チタン膜は、酸化チタンナノ

粒子と有機分子修飾白金ナノ粒子との混合溶

液にを浸して乾燥させることで得ることが出

来た。 

色素には N719 を用い、色素溶液に 12 時間

程度浸漬させて色素を吸着させた。 

３．結果 

作製した導電性を付与した繊維は、白金めっ

きで 5Ω/□程度、PEDOT・PPS で 50Ω/□程度の

導電率であり、ITO と同等の導電率であること

が示された。 

また、白金めっきを施したインピーダンス測

定の結果、従来の ITO 上にスパッタした基板

で 4Ω、白金めっき合成繊維で 9Ω であり同等

の抵抗であると示された。 

ソーラーシミュレーター（100mW/cm
2）の下

での発電効率は、1.5％程度であった（Fig）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig..The I–V curves of DSSC 
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